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ヨ ハ ネ 18:15 Ἠκολούθει δὲ τῷ Ἰησοῦ Σίμων Πέτρος καὶ ἄλλος μαθητής. ὁ δὲ μαθητὴς 
ἐκεῖνος ἦν γνωστὸς τῷ ἀρχιερεῖ καὶ συνεισῆλθεν τῷ Ἰησοῦ εἰς τὴν αὐλὴν τοῦ ἀρχιερέως, 
16 ὁ δὲ Πέτρος εἱστήκει πρὸς τῇ θύρᾳ ἔξω. ἐξῆλθεν οὖν ὁ μαθητὴς ὁ ἄλλος ὁ γνωστὸς τοῦ 














































弟子」とは考えにくいとする（Keener, Craig S. The Gospel of John: A Commentary. Peabody, 

















































































17 Haenchen, Ernst, Robert Walter Funk, and Ulrich Busse. John: A Commentary on 



































22 Cf. Brown, Raymond E.(ed. Francis Moloney) An Introduction to the Gospel of John. 
New York, NY: Doubleday, 2003, 199-206.
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における対立を反映していると言える。
　以上のように、ヨハネ福音書執筆当時に見られたローマへの反発が、ペトロ
の立場を低めようとする記述の背景として考えることができるであろう。ヨハ
ネ18:15-16の記述は、単に「ペトロを他の弟子よりも低い位置」におくという物
語上の構成にとどまらず、その背景に存在した、ペトロに代表されるキリスト
教グループの権威との歴史的な抗争を踏まえているのである。
3.2. ヨハネ福音書の「紹介」モチーフ
　ヨハネ福音書には、イエスに出会うために誰かの紹介が入るというモチーフ
がしばしば現れる。冒頭1章では、洗礼者ヨハネの紹介によりアンデレと無名の
弟子はイエスの弟子に鞍替えする。また、ペトロはアンデレの紹介によってイ
エスに引き合わせられる。さらにナタナエルはフィリポの紹介でイエスと面会
する。4章では、サマリアの女が自分の町の人にイエスのことを伝え、町の人々
はイエスに出会う。12章で、祭りのためにやってきたギリシア人たちはフィリ
ポらに仲介を頼む。20章の復活顕現では、トマスは他の弟子たちに促されてイ
エスにまみえるとも言える。これらは全てヨハネ福音書に独自の場面であり23、
ヨハネ共同体は「仲介」を重視していると見なすことができるだろう24。
　なぜヨハネは、イエスとの出会いにおいて仲介を重視するのであろうか。そ
れはヨハネ共同体の思想を反映したものと考えられる。ヨハネ共同体は、「聖霊
を通じて自分たちに真理が与えられている」という発想を持っている（14章）。
自分たちのみがイエスを正しく理解しているという共同体だというのである。
すなわち、世間に広がっているイエス理解は誤っているということになる。イ
エスに正しく繋がるためには、自分たちの共同体に入らねばならない。聖霊を
受け、罪の赦しの権限を与えられているのは自分たちだからである（20:23）。ヨ
23 復活物語において、女性たちの報告によって弟子たちはイエスの復活について知ることも
仲介の一種と言えるが、これは四福音書に共通しているためここでは対象とはしない。
24 もちろん、直接イエスに会うことを否定しているわけではなく、その例も多数見られる（4
章のサマリアの女性の場合は、弟子たちが立ち去っている間にイエスと出会っている）。
なぜペトロはすぐ中庭に入れないか（ヨハネ18:15-16） 33
ハネ共同体を介しなければ、罪の赦しは与えられないことになる。そのような
発想が、弟子たちの仲介という形で語られているのである。
　18:15-16のエピソードは、まさに以上のような思想を典型的に表したものであ
ろう。もう一人の弟子は妨げなくイエスのもとに近づくことができるが、ペト
ロは妨げられてしまう。イエスのもとに近づくためには、この弟子の助けが必
要となる。この「もう一人の弟子」の正体は具体的に明らかとされていないが、
ヨハネ福音書独特の人物であり、ヨハネ共同体の思想を反映したものであると
考えてよいだろう。とすれば、ペトロといえどもヨハネ共同体の思想を踏まえ
ていなければイエスに近づくことはできない、ということを象徴的に表してい
ることになる。
3.3 「二番目」の位置に置かれたペトロ
　既に見たように、ヨハネ福音書ではペトロの地位が下げられている。それは「二
番目」の位置となっていることも多い。弟子の召集では、ペトロはアンデレと
無名の弟子に次いで二番目にイエスの弟子となっている。またアンデレ・シモ
ンという兄弟関係でいえば、やはり二番目の位置となる。20章のイエスの墓へ
の競争においては、ペトロは遅れをとって二番目に墓に到着するのである。
　目下の場所においてもまた、ペトロは二番目に中庭に入っていることになる。
物語においては、もう一人の弟子が入った後に、ペトロが続こうとするが門番
に妨げられ、他の弟子が「出てきて」門番の女に話をつけている。そうすると、
この弟子はペトロよりも先に中に入れていたことが明らかである。中庭に入る
際には、もう一人の弟子が先、ペトロが二番目になっていたのである。もし逆
の順序であれば、ペトロが先に妨げられているのであるから、もう一人の弟子
が中に入ることはできなかったであろう。最初に中庭に入ろうとする段階でも
ペトロは二番目であり（イエスの墓への競争を想起させる）、そして妨げられて、
実際に入ったのも（他の弟子に次いで）二番目だったのである。
　以上のような、「二番目としてのペトロ」へのヨハネ福音書のこだわりは、お
そらく最初期キリスト教世界において見られたペトロへの高い評価に対して、
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なんとかしてその地位を下げたいという動機があったと推測すれば説明できる
だろう。ペトロが繰り返し「誰かの次」になっているのは、現実においてペト
ロが一番の地位にあったゆえである。このことは、キリスト教世界においてペ
トロの権威を当然のものと見なさないグループが存在していたことを示している。
初期キリスト教世界が一枚岩でなかったなかったことは広く知られるようになっ
ているが、ヨハネ福音書にもその片鱗が見られるのである。
4. おわりに
　大祭司の中庭への門において「置いてきぼり」にされたペトロの姿には、大
きく見て二つの意味がある。一つはペトロの地位を下げようとするヨハネ福音
書の姿勢、もう一つは自らの位置付けを重視するヨハネ共同体の思想である。
18:15-16はこれらが具体的に現れた箇所ということができる。
　ヨハネ福音書が、なぜそこまでペトロの地位を下げようとしたのか、それは
必ずしも明確ではない。いくつかの理由は本論文でも提案したが、決定的なも
のとは言えない。ヨハネ福音書の背景にある共同体と、ペトロを重んじるキリ
スト教主流派（と言ってよいであろう）との関係については多くの検討の余地
が残されており、今後の研究課題としたい。
